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メダカは「顔」で仲間を⾒分ける 
〜脊椎動物の社会適応の脳神経基盤〜 

講師：⽵内 秀明 先⽣ 
東北⼤学⼤学院⽣命科学研究科脳⽣命統御学専攻 

/岡⼭⼤学⼤学院⾃然科学研究科（併任） 
分⼦⾏動分野教授 

⽇時： 2019 年 11 ⽉ 29 ⽇（⾦） 11:45〜12:45 
場所： 早稲⽥⼤学所沢キャンパス 100 号館第四会議室 

 
⽵内先⽣は動物の社会⾏動に関わる神経機構について、ミツバチやメダカを⽤いて「社会

的コンピテンス（社会に適応する能⼒）」の解明に取り組んできました。これまでに、メダ
カのメスは「そばにいたオス」を⽬で⾒て記憶し、積極的にパートナーとして選択すること、
オスメダカはメスの⽬移りを防ぐために記憶形成を阻害する⾏動をとることなどを発⾒し
ました。さらにパートナーの受容に関わる神経細胞を同定し、さらに拒絶と需要のスイッチ
に関わる神経機構を明らかにするなど、神社会適応能⼒の分⼦・神経的基盤に関する研究の
若きトップリーダーです。興味のある⽅はぜひご参加ください。 
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